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調査項目等  柏崎刈羽原子力発電所の再稼働に関する要望 

概 要 
令和６年３月に柏崎市議会および刈羽村議会において「柏崎刈羽原子力発電所の

再稼働に関する請願」を採択したことを受け、国の新規制基準に適合する号機の早

期再稼働を実現するための要望を行った。 

 

【茂木 敏充 自由民主党幹事長】 

我が国のエネルギー安全保障、ＧＸ（グリーントラ

ンスフォーメーション）、地域経済活性化等の観点か

ら、国の新規制基準に適合した柏崎刈羽原子力発電所

の早期再稼働は必要である。 

柏崎刈羽原子力発電所は地元に電力供給していな

いため、再稼働しても地元の電気料金が安くなるわけ

ではない。再稼働による地元へのメリットを示さない

と、立地自治体の周辺地域や新潟県に理解が広がらないと認識している。 

再稼働の必要性についての理解促進、原子力防災のためのインフラ整備、地域経済

活性化の取組を政府与党としてしっかり進めていく。 

東京電力ＨＤ（株）には、大事な時期にミスやトラブルによって信頼を崩すことの

ないよう、緩むことなく再稼働に向けた準備を進めてほしい。 

 

所 感 等  
短い面談であったが、茂木幹事長からは、請願の趣旨である「国の新規制基準に適

合すると判断された号機の早期再稼働」の必要性、地元合意に向けた課題について理

解を示していただいた。 

国のエネルギー政策を実現するためには、地方との連携が不可欠である。政府与党

として、自由民主党新潟県連および新潟県議会に対し、国策への理解と協力を強く求

めていただくことを期待したい。 

 

 


